
システム同定 (朝倉書店, 2004) 正誤表

2006.3.21 　片山
2008.7.30 追加訂正
2012.9.30 追加訂正

1. p. 5, 1.2節, 2行目 : 「∈ V」を削除 2ヶ所

2. p. 7, 12行目 : 「あるいは V = W⊥」を削除

3. p. 9 (命題 1.1の後半の証明の訂正) : (uTx)u = (vTx)v の両辺に前から uTおよび vT

を掛けると,それぞれ (uTx) = (vTx)(uTv)および (vTu)(uTx) = (vTx)を得る. 最初
の式の (uTx)を 2番目の関係式に代入すると,

(vTu)2(vTx) = (vTx) ⇒ [(vTu)2 − 1](vTx) = 0

となる. (vTx) 6= 0であるから, vTu = ±1を得る. このことは, |(vTu)| ≤ ‖u‖‖v‖ = 1
において等号が成立することを意味する. よって uと vは平行になるので, v = ±uが
成立する.すなわち, uは符号を除いて一意的である.

4. p. 26, (iv)項 : 1(n − l) → 1(k − l)

5. p. 46,中程の Y k+1の 5–6行目をつぎのように訂正する.
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したがって,この下の行の A, B,C は以下のように修正

A := Σ−1/2
r UT

s MHn,nVsΣ−1/2
s ∈ Rs×s, B := Σ1/2

s V T
s Em ∈ Rs×m

C := ET
p UsΣ1/2

s ∈ Rp×s

なおA2 = Σ−1/2
s UT

s M2Hn,nVsΣ
−1/2
s の証明も類似の計算による.

6. p. 50,例 3.1の式 : 「t 6= s」を追加

7. p. 53,上から 11行目 : t ≥ s → t > s

8. p. 61, 4行目 : 成形フィルタ → 形成フィルタ

9. p. 64, 9行目 : y(t + m) ∈ H → y(t + m) ∈ H, m > 0

10. p. 74,問 3.9右辺 : ce(t) → ce(t − 1)

11. p. 90,下から 5∼6行目 : e(t | t − 1) → e(t) 2ヶ所

12. p. 93, 4.4.3項の式の 3行目 : C̄T(s) → C̄(s) (t < sの行)
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13. p. 104,式 (5.9) : Ok(p + 1, kp, :) → Ok(p + 1 : kp, :)

14. p. 113, 5.4節のすぐ上 : 式 (5.20), (5.20)→ 式 (5.20), (5.21)

15. p. 115,式 (5.43)のすぐ上 : R(kp−n)×(k+1−i)m → R(kp−n)×(k+1−i)p

16. p. 119,式 (5.58)の上の式は正確には,以下のようになる.

QT
2 = L†

22(Wp − L21L
−1
11 Uf ) + [Ik(p+m) − L†

22L22]Ξ, ∀ Ξ ∈ Rk(p+m)×N

しかし, L32[Ik(p+m) − L†
22L22] = 0となるので,式 (5.58)は正しい. この証明は本書の

範囲内では難しいと思われる. (T. Katayama,Subspace Methods for System Identification,

Springer, 2005の Theorem 6.3には証明を与えている.)

17. p. 121,中ほど : σ2
i = λi(XXT/N) → σ2

i = λi

18. p. 124,演習問題 5.2 : (1 : n,m + 1 : km) → (1 : n,m + 1 : lm)

19. p. 124,演習問題 5.5 : C ∈ Rp×N → C ∈ Rr×N

20. p. 127,定義 6.1の 1行上 : 上式は → スカラー系の場合,上式は

21. p. 127,定義 6.1 :−π < ω < π → −π < ω ≤ π (3ヶ所)

22. p. 127,最下行 : coersive→ coercive (p. 138にも有り)

23. p. 132,式 (6.33) :Z(z−1) → ZT(z−1)

24. p. 132,式 (6.34),右辺第 3項 : zI → z−1I

25. p. 133, 2番目の式 : zI → z−1I (右辺第 3項のみ,上の誤植の影響)

26. p. 135,W+(z)の分子 : z/2 − 1 → z/2 + 1

27. p. 141,式 (6.54)の下の証明 : 「有界」を削除

28. p. 143,式 (6.57)のすぐ上 : 式 (6.5) → 式 (6.43)

29. p. 143,式 (6.57)の下,大きなブロック行列の (1,2)要素 : T+(k)−1 → T−1
+ (k)

30. p. 145, 6行目 : 「(i) → (ii) を証明する.」の次に「定理 6.4から Π∗, Π∗が存在する. 」
を挿入する.

31. p. 149,1◦の 4行目 : 式 (6.24b)から → 式 (6.14b) [ただし C0 = C]から

32. p. 149,下から 3行目 : wT(t + k) → wT(t + k − 1)

33. p. 149,下から 2行目 : 式の最後に「= · · ·」を追加

34. p. 150, 6.9.2項のすぐ上 : Π̄ → Π−1

35. p. 151,I3 =の式,右辺 : + (プラス) → = (イコール)
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36. p. 153, 6行目の式,右辺のカッコの中 : +CΘCT → −CΘCT

37. p. 154,最下行 : 「極」を「固有値」に修正

38. p. 158, Coffee Break : Hotteling→ Hotelling

39. p. 164,式 (7.30)から 3行下の式右辺 : → E{· · · [Eを挿入する]

40. p. 168, 9行目 : X̄
−/+
t → X

−/+
t

41. p. 171,下から 6行目の式,右辺第 2項 : ATO → ATOT

42. p. 174,中程 : 「以下では, · · ·」から p.175,上から 3行目,「· · · 可観測である.」まで
をすべて削除 (不等式の評価にミスがある.簡単には修復不可能?)

43. p. 175,式 (7.73a) :x(t) → x1(t)

44. p. 175,式 (7.74c) :A12 → C̄2

45. p. 175,命題 7.7 : (i)を削除

46. p. 182, 9行目：問 7.4 : C̄ → C̄i

47. p. 182,下から 9行目 : 「上式で l = 0とおくと,」を削除

48. p. 182,下から 8-9行目 : w∗(t) → w∗(t + l) (3個所)

49. p. 183, 2行目 : K̄ → K̄T

50. p. 183, 4行目 : K̄T → K̄ (2個所)

51. p. 184,中程の式 : {e∗(t)(e∗(t)} → E{e∗(t)(e∗(t))T}

52. p. 187,下から 7行目の式,右辺 : E{‖x‖2} < ∞ → {x | E{‖x‖2} < ∞}

53. p. 188,図 8.2の説明 : β ∈ X ∨ C → b ∈ X ∨ C

54. p. 194,脚注 : U−
t と → U+

t と

55. p. 203,式 (8.49)の左辺 :　 ys → z

56. p. 207, 12行目 : Y0|2k−1 → Y s
0|2k−1

57. p. 207, 13–14行目 : 2行目の等式の部分を削除

58. p. 208,下から 7行目 : Λ(0) → Λs(0) (2個所)

59. p. 223,式 (9.17)の上の式,中程 : (f | u⊥
+)(p | u⊥

+)T → Ê(f | u⊥
+)Ê(p | u⊥

+)T

60. p. 227,下から 9行目 : Pt → P−
t

61. p. 229,中程の pτ (t)の式 : R(t−τ−1)(p+m)×1 → R(t−τ)(p+m)×1

62. p. 231,中程の Uk|2k−1 の次元 : Rkp×N → Rkm×N
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63. p. 233, Step A5の右辺, 2行目 : Φk(p+1 : kp,m+1, 2m) → Φk(p+1 : kp,m+1 : 2m)

64. p. 233, Step A5の右辺, 4行目:

Φk((k − 1)p : kp, (k − 1)m : km) → Φk((k − 1)p + 1 : kp, (k − 1)m + 1 : km)

65. p. 234, Step B5 :Yk|k → Ŷk|k

66. p. 234, 7行目 : 行列 ρw, ρeは → ρw ∈ Rn×(N−1), ρe ∈ Rp×(N−1)は

67. p. 246,中程の P (z) =の最後の所 : −B2D
−1
22 → B2D

−1
22

68. p. 248,最下行 : Yk|k → Wk|k, Ŷk|k → Ŵk|k

69. p. 249, 3行目 : Yk|k → Wk|k, Uk|k → Rk|k

70. p. 250,下から 10行目,右辺 : yd(t) + ys(t) → ud(t) + us(t)

71. p. 256, 5行目 : 「G(z)の」を削除

72. p. 263,式 (10.47)右辺 : y(t) → yd(t)

73. p. 280,下から 12行目の式,真中の項 : θ − θ̂LS → y − Φθ̂LS = [IN − Φ(ΦTΦ)−1ΦT]y

74. p. 286,表 B.4,下から 9行目 (OCの行) : Sfp → Rfp; (Lambdaの行): Spp → Rpp

この上の行 : Vf, Uf, Vp, Up → Vff, Uff, Vpp, Upp

75. p. 289,表 B.7, 6行目 : km → 2km, kp → 2kp (直接の影響はなし)

76. p. 296,問 3.9の式,最後のかっこの中 : (az−1 + · · · ) → (1 + az−1 + · · · )

77. p. 298,最下行の行列H66 :[
0 1 0 −1 0 0
1 0 −1 0 0 1

]
　

5行目：訂正
6行目：追加

78. p. 299,演習問題 5.2の解 : (1 : n,m + 1 : km) → (1 : n,m + 1 : lm) (2ヶ所)

79. p. 300,演習問題 5.4(a)の解 : (BBT)−1 → (BBT)†

80. p. 300,問 5.5の行 : 演習問題 5.3 (a) → 5.4 (a)

81. p. 301, 16行目 : ATΠ−1C̄ + S̄ → ATΠ−1C̄T + S̄

82. p. 304,下から 9行目 : O
†
1 → C

†
1

83. p. 308,文献 [73] : postive → positive
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